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PART 3
データ利活⽤とイノベーション
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近年の著名なイノベーションは、全てデータ駆動型
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データ利活⽤の分類

1. リアルタイム連携
► 操作連携／遠隔操作（Connected 

Operations／Remote Operations）

2. 未来予測（基本的には、過去データから
未来を予測・推測・予報）

► 未来予測分析／保守（Predictive Analytics
／Predictive Maintenance）

3. サプライチェーン⽀援（Supply Chain 
Support）

► 製品トレーサビリティ（Product 
Traceability）、食品トレーサビリティ（Food 
Traceability）

► 需給マッチング（Demand-Supply Matching）

4. 知識共有（Knowledge Sharing）
5. ⽣産管理・サービス管理

► 改善・改良、PDCAサイクル、最適化、ムダ取
り、チューニング…

► 品質管理（Quality Management）

6. データ販売
► 生データの販売

► 付加価値をつけたデータの販売

7. 個⼈データ利活⽤
► CRM利用

► サービスの個人化（パーソナライズ）

► 個人マーケティング

8. ポータルサイト型
有用なデータを提供してアクセス数を稼ぎ、アク
セス数を利用したマネタイズ

► 広告モデル型

► ログデータ利活用型

9. 未来データ直接獲得型
► 予約システムとの連携

10. Crowd Sourcing型／事業連携型

11. オープン・イノベーション

2023/3/9(C) 2023 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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デジタル敗戦なのか︖
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「デジタル敗戦」ばかりではない
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スーパーコンピューター（京・富嶽） 防災システム（緊急地震速報） ゲーム（エンタメ）

デジタルコンテンツ（初⾳ミク） スマートフォンを⽤いた多様な都市サービス 防災システム（通れた道マップ）



⽇本企業は以前よりデータとイノベーションの間の意識が薄かった
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資料︓GEグローバル・イノベーション・バロメーター 2013年世界の経営層の意識調査を基に作成
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イノベーションにデータを活⽤していると回答した企業の割合



データを⽬の前に⽴ちすくむ⽇本企業
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データを活⽤しておらず、活⽤仕⽅もわからない、にもかかわらず、問題も障壁もない︖︖

総務省︓令和２年度情報通信⽩書より



グリーン・ファシズム !?

Green x Digitalの取り組みは不可避

41
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現実に、経済や社会基盤がGreen対応で変化

経済・社会の構造変化への産業的対応

変化のきっかけはGXかもしれないが
最終的にGXに貢献する変化だけとは限らない

42

2023/3/9(C) 2023 Koshizuka-Laboratory, The University of Tokyo, All Rights Reserved.



CBAM設置規則案の政治合意（2022/12/13）
2023/3/9(C) 2023 Koshizuka-Laboratory, The University of Tokyo, All Rights Reserved.
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欧州新バッテリー規制︓EU機関が暫定合意（2022年12⽉9⽇）
n EU機関は三者協議を通じ12⽉9⽇に新電池規則を巡る暫定合
意
► 同規則は、欧州委員会が2020年12月に提案していたもので、現行の

電池指令を大幅にボリュームアップし規則化するもの。

► 新規則は、EUで販売される全種類の電池（携帯用電池、軽輸送手段
用（LMT）電池、始動・照明・点火用（SLI）電池、電気自動車用（EV）電
池および産業用電池）に適用され、設計から使用済みまでの電池の
ライフサイクル全体を対象としたルールが制定

► 3機関による暫定合意文書はまだ公開されていないが、、、

n 主な合意内容
► カーボンフットプリント宣言（carbon footprint declaration）の義務付

u 2kWhを超えるEV用電池、LMT用電池、産業用電池

► 取外し可能設計の義務付け（携帯用電池）およびLMT用電池は独立
した専門家によって交換可能とする

► 情報要件：すべての電池への容量、性能、耐久性、化学物質、および
分別回収マークに関する情報を記載したラベルとQRコードの貼付

► LMT用電池、容量が2kWhを超える産業用電池、EV用電池には、個々
の電池とその用途に固有の情報を含むデジタル電池パスポート
（digital battery passport）を義務づけ

► 回収目標の段階的に引き上げ（携帯用電池は、2027年に63％、2030
年に73％、LMT用電池は、2028年に51％、2031年に61％が目標値と
なる）

► 欧州委員会は2030年末までに使い捨ての携帯用電池の使用を段階
的に廃止するかどうかを評価

► 廃電池からのリチウムの材料リカバリー目標は2027年までに50％、
2031年までに80％

► 最低リサイクル材含有量目標（産業用、SLI用、EV用の電池）はコバ
ルト16％、鉛85％、リチウム6％、ニッケル6％

► リサイクル効率目標は、ニッケルおよびカドミウム電池で2025年まで
に80％、その他の廃電池で2025年までに50％

2023/3/9(C) 2023 Koshizuka-Laboratory, The University of Tokyo, All Rights Reserved.
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EVインフラの普及（2022年12⽉14⽇ニュースのみで...）
n 伊充電網構築に向けVWがエネルと合弁開始

► フォルクスワーゲン（VW）は2022/12/13、イタリアのエネルギー大手エネルと立ち上げた合弁会社Ewivaが電動車
向けの給電サービスを開始

► VWは同合弁を通してイタリア全土に急速充電網を構築。電動車の普及を促進

► 欧州で合弁展開する急速充電ケーブル数は計1万6,000本で、競合テスラ（同1万本）を上回る最大手

n オーストリアの⾼速道路、2030年までに25km間隔で充電ステーションを設置へ
► オーストリアでは2030年までに、アウトバーン（高速道路）とその他の高速道路では25kmおきに、その他の一般道

路では15kmおきに、電気自動車（EV）充電ステーションを設置する計画

► 同国ではこのような設置基準が2030年までに標準となる予定

n VWの充電ブランドElli、充電ポイントが40万ヵ所に拡⼤ 欧州最⼤規模に
► VWの充電ソリューションブランドElliはこのほど、欧州27ヵ国内における充電ポイントが40万ヵ所に拡大したと発表

u 同社の充電ポイントは、エネルギー供給会社のEngelやIberdrola、Ionityなどとの提携により1年半で約2倍に拡大

► 同社はドイツ、オランダ、ノルウェー、スウェーデンにあるVattenfallのステーション2万4,000ヵ所、オランダ、ドイ
ツ、英国、ベルギー、スイスにあるFastned のHPCステーション1,000ヵ所でサービスを提供。英国ではBP Pulseの
充電ステーション6,800ヵ所でサービスを提供。

► Elliの充電サービスに対応している自動車OEMは、Seat、Cupra、Skoda、VW。

► 来年からはAudiモデルも利用できるように。

n EnBWの充電ステーションで中国NIO⾞向け電池交換サービス
► エネルギー大手の独EnBWは8日、中国の電気自動車（BEV）メーカー上海蔚来汽車（NIO）と協業合意

► 「EnBWハイパーネット」ブランドで展開する自社の急速充電ステーション網でNIO車向けに電池交換サービスを提
供す
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東南アジア、公共交通で脱炭素化 タイはEVバス3200台（2022/12/26, ⽇経新聞）

2023/3/9(C) 2023 Koshizuka-Laboratory, The University of Tokyo, All Rights Reserved.
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EVと医療費削減を関係つける
2023/3/9(C) 2023 Koshizuka-Laboratory, The University of Tokyo, All Rights Reserved.
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⾃動⾞は都市の電⼒網・通信網のエンドノードに

⾃動⾞が単体商品ではなくなり、スマートシティのパーツに
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サプライチェーン排出量（Scope 1 / Scope 2 / Scope 3）
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出張
従業員の出張に伴う排出

スコープ2
他社から供給された電気、

熱・蒸気の使⽤に伴う間接排出

スコープ1,2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動
調達している燃料の上流⼯程（採掘、精製等）に伴う排
出
調達している電⼒の上流⼯程（発電に使⽤する燃料の採
掘、
精製等）に伴う排出

雇⽤者の通勤
従業員が通勤する際の移動に
伴う排出

購⼊した製品・サービス
原材料・部品、容器・包装等が
製造されるまでの活動に伴う排出

資本財
⾃社の資本財の
建設・製造に伴う排出

リース資産（上流）
⾃社が賃借しているリース
資産の操業に伴う排出

事業から出る廃棄物
⾃社で発⽣した廃棄物の
輸送処理に伴う排出

その他（任意）
従業員や消費者の

⽇常⽣活に伴う排出等

リース資産（下流）
⾃社が賃貸事業者として
所有し、他社に賃貸して
いるリース資産の運⽤に伴う排
出

投資
投資の運⽤に伴う排出

販売した製品の廃棄
使⽤者（消費者・事業者）による
製品の廃棄時の処理に伴う排出

フランチャイズ
フランチャイズ加盟者における排出

輸送 / 配送（下流）
⾃社が販売した製品の最終消費者までの
物流（輸送、荷役、保管、販売）に伴う排出
（⾃社が費⽤負担していないものに限る）

輸送 、配送（下流）

CATEGOR 3
CATEGOR 7

CATEGOR 6

CATEGOR 1
輸送、配送（上流）
❶報告対象年度に購⼊した製品・サービスのサプライヤーか
ら

⾃社への物流（輸送、荷役、保管）に伴う排出
❷報告対象年度に購⼊した❶以外の物流サービス
（輸送、荷役、保管）に伴う排出（⾃社が費⽤負担して

いる物流に伴う排出）

CATEGOR 4

CATEGOR 2 CATEGOR 8 CATEGOR 5 CATEGOR 13 CATEGOR 15 CATEGOR 12

CATEGOR 14

CATEGOR 4

CATEGOR 9

販売した製品の加⼯
事業者による中間製品の
加⼯に伴う排出

CATEGOR 10

販売した製品の使⽤
使⽤者（消費者・事業者）に
よる製品の使⽤に伴う排出

CATEGOR 11スコープ1
事業者⾃らによる温室効果ガスの

直接排出燃料の燃焼、⼯業プロセス

Scope1
事業者⾃らによる温室効果ガスの直接排出

Scope2
他社から供給された電気、熱 / 蒸気の
使⽤に伴う間接排出

Scope3
Scope1、Scope2以外の間接排出
（事業者の活動に関連する他社の排出）

単独社ではできない



Catena-X（欧州⾃動⾞業界の標準データ交換インフラ）
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